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１．栽培講習会の動画配信。インターネットを活用し、さらなる産地振興を目指す 

ＪＡ鳥取西部は、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大により、3 密の回避やイベントの自粛な

どが求められる中、新たな情報発信や交流のツー

ルとして、インターネットの有効活用に取り組ん

でいる。 

その一つが、管内で注目を集めている特産スイ

ートコーンの栽培講習会の動画配信で、3 月 6 日

から組合員専用ページで限定公開している。 

 

 

２．新デザイン白ネギ出荷箱 労力やコスト軽減へ 

白ネギの周年出荷を行うＪＡ鳥取西部は、新し

い白ネギ出荷箱を令和 3 年産春ネギから導入し、

3月 23日に従来箱から完全に切り替えた。 

新しい出荷箱は、側面に白ネギのイラストと「鳥

取の白ねぎ」「Sironegi」の文字が並ぶデザインで、

春ネギ・夏ネギ・秋冬ネギの統一出荷箱として使

用する。出荷箱を統一化することで、労力やコス

ト軽減につなげる。 

 

 

３．小水力発電所２基の更新工事完了。クリーンな電力供給でＳＤＧｓに貢献 

ＪＡ鳥取西部は、京葉プラントエンジニアリン

グ（株）との協働事業で所有する老朽化した小水

力発電所設備の更新に取り組み、江府町の米沢発

電所と伯耆町の溝口発電所が更新を完了し、3 月

12日と 13日にそれぞれ竣工式を行った。 

同ＪＡの組合長らが玉串奉奠（ほうてん）など

の神事を行い、今後の安全稼働などを祈願した。 
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